北海道高等学校夏季ソフトボールフェスティバル
開催要項
１．主催
北海道ソフトボール協会　
２．主管
十勝ソフトボール協会　
３．後援

帯広市・帯広市教育委員会・帯広市スポーツ協会・（一財）帯広市文化
スポーツ振興財団
４．会期
令和２年８月８日（土）～９日（日）　
　　　　　　　　予備日は設けない。フェスティバルは、会期間内で終了する。
５．会場
帯広市札内川ソフトボール場
６．参加チーム
北海道の高校生のチームとして、フリー参加とする。

７．参加資格
（１）令和２年度日本ソフトボール協会に北海道ソフトボール協会を　　　　　　　　　　　
通して加盟登録したチームであること。
（２）北海道内の高校生であり、１年生から３年生とする。合同チーム
での参加を認める。
（３）本大会に出場するチームは、あらかじめ健康診断を受け、学校長　　　　　　　　　　　が身体・人物ともに適当と認めた生徒で編成されたチームである　　　　　　　　　　　こと。
（４）
ベンチに入れる人数は、引率責任者１名、監督１名、選手２５名以内・マネージャーとして、マネージャーの人数は問わない。
（５）チームは必ず引率責任者によって引率され、引率責任者と監督の　　　　　　　　　　  　兼務はできない。
８．申込方法
出場資格を得たチームは参加申込用紙、プログラム掲載用紙に必要事項を明確に記入の上、学校長、地区協会長の認印を受け、令和２年７月                        ２１日（火）迄に下記の（１）、（２）へ申込むこと。
                （１）〒062-0905　札幌市豊平区豊平５条１１丁目－１
                        道立体育センター内
                        北海道ソフトボール協会事務局　宛 

※参加申込書の写しを郵送又はＦＡＸ
　　　　　　　　　　 ℡　 011-820-1675　　Fax　011-820-1676　
                （２）〒080-0028　帯広市西１８条２丁目６－６８
　　　　　　　　　 　　 塚本　剛史　宛
                     ℡　 0155-36-6635
※参加申込書・プログラム掲載用紙の原本は郵送。
９．参加料　２０，０００円
10．保　険　料　参加申込書に記載の人数×６０円

（引率責任者、監督、選手、マネージャーを含む全員）

11．競技規則　２０２０年オフィシャル・ソフトボール・ルールによる。
本大会はサスペンテッドゲームを採用する。

得点差によるコールドゲームは３回１５点、４回１０点、５回以降７点以上の差とする。
12．試　合　球
(公財)日本ソフトボール協会検定ゴム製３号球（ナガセケンコー）とし、各チーム毎試合ごとに１個持寄ること。
13．試合方法
トーナメント方式による。
　　　　　　　　 (できる限り、最低２試合をできるようにする)
14. 表　　　彰　第１位から３位まで表彰をする。

15．抽選
試合の組合せは、７月２７日（月）主催者、主管協会のもとに代理抽選によって決定する。
16．監督会議
行わない
17．開　会　式
行わない
18．審判・記録
令和２年８月８日（土）午前９時００分より大会会場にて行う。
19．傷　　　害
大会参加者の行事参加中の傷害事故については、応急の処置を行うと共に北海道ソフトボール協会が加入する行事参加者傷害保険(保険料については、参加者負担)の範囲以内で保証を行う。また、参加者は全員保険証を持参すること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〈補償内容：死亡、後遺障害最高450万円 入院日額4,000円(事故から180日以内) 通院日額2,500円(事故から180日以内の通院日限度)〉

20．そ　の　他　　（１）出場チームは必ず引率責任者によって引率され、当該チームを掌
握すること。
　　　　　　　　（２）宿泊の斡旋はしないが、宿泊先、所在地、電話番号（連絡先）を　　　　　　　　　　　連絡すること。
　　　　　　　　（３）その他の事項は、監督会議の際に決定する。

　　　　　　　  （４）体育施設は、全面禁煙です。札内川河川敷球場、芝生、取付道路等全面禁煙でお願いします。
（５）同封の新型コロナウィルス感染症におけるソフトボール活動の再　
開に向けた感染拡大予防ガイドライン北海道ソフトボール協会版　を参加者に徹底すること。
　　　　　　　　（６）同封の「連絡先および健康状態申告のお願い」の用紙を会場到着後大会本部に参加者全員分提出すること。

